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こ
の
会
議
は
、
市
長
と
教
育
委
員
会
が

円
滑
に
意
思
疎
通
を
図
り
、
本
市
の
実
情

に
応
じ
た
教
育
、
学
術
お
よ
び
文
化
の
振

興
を
図
る
た
め
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策

な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行
う
も
の

で
す
。

　

と
き
▼
11
月
13
日
㈪
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
企
画
調
整
課

　

と
き
▼
11
月
27
日
㈪
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
12
月
26
日

㈫
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

　

と
き
▼
11
月
10
日
㈮
午
後
１
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

　

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

伊
藤　

直
之　

様

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
12
ロ
ー
ル
入
り

９
パ
ッ
ク

　
詳
し
く
は
蜊
教
育
総
務
課

　

10
月
１
日
付
け
で
、
新
た
に
１
人
が
厚

生
労
働
大
臣
と
県
知
事
か
ら
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、
一
定

の
区
域
を
担
当
し
、
区
域
内
を
常
に
把
握

し
な
が
ら
地
域
で
の
援
助
を
必
要
と
す
る

人
の
相
談
や
援
助
な
ど
の
福
祉
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提

供
や
関
係
諸
機
関
・
施
設
な
ど
へ
連
絡
・

調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
蜊
社
会
福
祉
課

第
２
回
総
合
教
育
会
議
開
催

の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
第
11
回
定
例
会

の
お
知
ら
せ

第
２
回
い
じ
め
対
策
委
員
会
公
開

の
お
知
ら
せ

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
た
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

桶川市長

　去る９月２４日、「シルバーレクリエーション大会」が、サン・アリーナで、
１０月１日には「ＡＪ３ｏｎ３　２０１７　レギュラーシーズン　埼玉ラウンド」が、
おけがわマインで、それぞれ行われました。
　「シルバーレクリエーション大会」は、高齢者の方々の健康の維持・向
上を目的として、平成１０年度から開催され、今回は男女計５１名の方々が
参加されました。参加者の方々はそれぞれ順
番で、室内グラウンドゴルフ、ディスゲッター※１、
スポーツ吹矢の３種目を行い、男女それぞれ上
位１～３位までの方々に賞状とメダルが授与さ
れました。
　また、大会当日とその前日に、東京から始ま
り全国を回る「東京２０２０オリンピック・パラリ
ンピック　フラッグツアー」※２の旗が、サン・ア
リーナのエントランス横に掲げられました。
　次に、「ＡＪ３ｏｎ３」は、３人制バスケットボー
ルの「３ｏｎ３バスケットボール」の試合を各地
区で開催しながら地域の活性化に繋げようとす
る大会で、全国１２都市で地区予選が行われ、
愛知県で決勝大会が開催されます。当日は、
埼玉県出身のバスケットボール元日本代表の関口聡史さんがゲストとして
来場し、小学生を対象にバスケットボールの指導をされました。
　昨年初めて開催された埼玉予選が、おけがわマインの「エンジョル広場」
で行われたことをきっかけに、その後、広場を利用しての子ども向けバスケッ
トボール教室が定期的に開催されています。２０２０年の東京オリンピック・
パラリンピックでは、「さいたまスーパーアリーナ」がバスケットボールの競
技会場となっており、こうしたイベントを機にバスケットボールの普及ととも
に、オリンピック・パラリンピックに向けての気運がより高まることに期待が
膨らみます。
　桶川市では平成３年に「スポーツ都市宣言」を行っており、２０２０年の

東京オリンピック・パラリンピックに向けて、誰もが身
近にスポーツに親しむことが出来る環境づくりの、更
なる充実を図る必要があると改めて感じました。
※１「ディスゲッター」…ディスクを使った的抜きゲーム。
※２「東京２０２０オリンピック・パラリンピック　フラッグツア
　　ー」　…ＪＯＣ、ＪＰＣ、東京都、東京２０２０組織委員会が
　　主催する、２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック
　　に向けての気運を盛り上げるためのフラッグツアー。

▲「東京2020オリンピック・
パラリンピック  フラッグツアー」

▲AJ3on3 開会式

▲AJ3on3 白熱する試合

市長元気通信

　 動 報 告
かつ

どう ほう こく

vol．45 情報
ステーション

OKEGAWA
Information Station
11月

担当地区

末広二丁目9～12番

氏　　名

駒　崎　今日子

電　　話

７２９-１０６７

　平成27年度から平成36年度までを期間とする「桶川市地域福祉計画」が策定され
ています。この計画の進行状況や新たな課題などについて協議する、地域福祉計画推進
委員会を設置します。そこで、市民の皆さんの意見を反映するため、委員を募集します。

任期▶平成30年１月～平成31年３月
応募資格▶市内在住の20歳以上で、市の審議会の委員でない人
募集人員▶１人
申込期限▶11月24日㈮
提出書類▶住所・氏名・年齢・職業・電話番号・応募動機（Ａ４・600字程度）を記載した

ものを、直接または郵送（〒363-8501住所記入不要）で社会福祉課へ。
　　　　　※書式の決まりはありません。

桶川市地域福祉計画推進委員会委員を募集します
詳しくは 蜊社会福祉課

11月は「児童虐待防止推進月間」です

詳しくは 蜊こども支援課
平成29年度｢児童虐待防止推進月間｣標語
桶川市要保護児童対策地域協議会

～いちはやく　知らせる勇気　つなぐ声～

子どもの虐待を未然に防ぎましょう
　たとえ「しつけのつもり」であっても、虐待は子どもの
心や体に深い傷を残し、健全な成長を妨げる大きな原因と
なります。
　連絡（通告）により、問題を抱え困っている家庭に支援
の手を差し伸べ、子どもを守ることができます。連絡（通
告）による職員の訪問は、虐待者を処罰することでなく、
支援のきっかけとお考えください。また、連絡をした人の
秘密は守られます。

あなたにできること・・・
○子育て中の親子に優しいまなざし、あたたかい見守りを
お願いします。
○子育てに悩んでいる人は、一人で悩まずに相談してくだ
さい。
○虐待で苦しんでいる子どもは、がまんしないで相談して
ください。
○もしできるなら、虐待を受けた子どもたちの親代わり
（里親）になってください。
○「気にかかる子」や「もしかして虐待では？」と思った
ときには次の相談機関に連絡してください。

子ども虐待とは・・・
◆身体的虐待
　なぐる、ける、首をしめる、やけどを負わせ
る、体を激しく揺さぶるなど
◆性的虐待
　性的行為の強要、性器や性交を見せる、ポル
ノグラフィの被写体にするなど
◆保護の怠慢・拒否（ネグレクト）
　家に閉じこめる、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置するなど
◆心理的虐待
　「死んでしまえ」「産まなきゃ良かった」な
どのひどい言葉で傷つける、無視、兄弟間の差
別的扱い、子どもの目の前で夫婦間で暴力をふ
るうなど

もしかして…と感じたら迷わず連絡（通告）を！
・こども支援課
・埼玉県中央児童相談所　　　　☎775-4152
　※月～金曜日午前８時30分～午後６時15分
・児童相談所全国共通ダイヤル　☎１８９

○よい子の電話教育相談【24時間365日対応】

　子ども（18歳以下）専用　☎＃７３００ または ０１２０－８６－３１９２
　保護者専用　☎０４８－５５６－０８７４
　Ｅメール相談　soudan@spec.ed.jp
　いじめメール相談フォーム（右のQRコードから入れます）
　問合せ 蜊県青少年課☎830-5858

〇市教育センター☎786－3237
　【月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前9時15分～午後4時30分】
〇市いじめ専用ダイヤル☎786－1555
　【月～金曜日（祝日・年末年始除く）
　午前9時15分～午後4時30分】

　県は、11月を「いじめ撲滅強調月間」に制定し、いじめの根絶に集中的に取り組んでいます。
いじめに遭ったり、気が付いたりしたら、一人で悩まず相談してください。

11月は「いじめ撲滅強調月間」です

なやみゼロゼロ ハロー さ い の く に

こ　こ　ろ お　は　な　し

詳しくは 蜊学校支援課

埼玉県教育委員会　検索 ⬅⬅
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○
第
２
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
「
物
資

選
定
部
会
」

　

と
き
▼
11
月
７
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

○
第
３
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会

　

と
き
▼
11
月
28
日
㈫
午
後
３
時

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
桶
川
市
学
校
給
食
運
営
委

員
会
事
務
局
（
学
校
支
援
課
）

　

児
童
生
徒
の
問
題
行
動
な
ど
の
原
因

は
、
心
の
問
題
と
と
も
に
、
家
庭
・
友
人

関
係
・
地
域
・
学
校
な
ど
の
児
童
生
徒
を

取
り
巻
く
環
境
に
あ
る
と
捉
え
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
・
関
係
機
関
の
橋
渡
し
を
行
い
、

包
括
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
小
・
中
学
校
か
ら
の
相

談
や
要
請
に
応
じ
、
学
校
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生

徒
が
置
か
れ
た
様
々
な
環
境
に
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
問
題
の
解
決

を
図
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
業
務
】

○
問
題
を
抱
え
る
児
童
生
徒
が
置
か
れ
た

環
境
へ
の
働
き
か
け

○
関
係
機
関
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
、
連
携
、
調
整

○
学
校
に
お
け
る
チ
ー
ム
体
制
の
構
築
、

支
援

○
保
護
者
、
教
職
員
な
ど
に
対
す
る
支
援
、

相
談
、
情
報
提
供

　

詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
30
年
度
に
市

内
の
小
・
中
学
校
に
お
い
て
臨
時
的
任
用

教
員
と
し
て
勤
務
を
希
望
す
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
場
所
▼
市
内
小
・
中
学
校

　

勤
務
条
件
▼
週
５
日
勤
務
、
１
日
７
時

間
45
分
勤
務
、
月
給
制
（
県
の
給
与
条
例

に
よ
る
）
※
勤
務
期
間
や
勤
務
開
始
日
は

勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
学

務
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
資
格
▼
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の

教
員
免
許
状
を
有
す
る
人
（
取
得
見
込
み

も
可
）
。
地
方
公
務
員
法
第
16
条
お
よ
び

学
校
教
育
法
第
９
条
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
人

　

応
募
受
付
▼
第
１
次
締
切
り
12
月
25
日

㈪
※
そ
の
後
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
▼
学
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
面
接
日
を
調
整
し
ま
す
（
１
月
下

旬
予
定
）
。
面
接
の
際
、
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
で
可
）
と
該
当
免
許
状
（
取
得
見

込
み
の
人
を
除
く
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

採
用
▼
面
接
の
う
え
、
決
定
し
ま
す
。

※
必
ず
採
用
が
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

○
非
常
勤
講
師
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

常
勤
が
難
し
い
場
合
は
、
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
蜊
学
務
課

　

次
の
①
〜
⑧
の
各
職
種
を
募
集
し
ま
す
。

　

勤
務
場
所
▼

①
②
③
⑦
→
市
内
小
・
中
学
校

⑧
→
市
内
小
学
校

④
→
市
内
中
学
校

⑤
⑥
→
市
教
育
セ
ン
タ
ー

　

勤
務
日
▼

①
②
⑧
→
授
業
日

③
→
授
業
日
の
う
ち
、
原
則
週
３
日
間

④
→
授
業
日
お
よ
び
長
期
休
業
中

⑤
⑥
→
授
業
日
お
よ
び
長
期
休
業
中
の
う

ち
、
原
則
週
３
日
間

⑦
→
授
業
日
の
う
ち
、
週
２
日
程
度

　

勤
務
時
間
▼
各
職
種
・
学
校
な
ど
に
よ

る
　

応
募
期
間
▼
11
月
２
日
㈭
～
12
月
20
日

㈬
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

　

応
募
方
法
▼
必
要
書
類
を
直
接
、
学
校

支
援
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
▼
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）、

①
②
⑤
⑦
⑧
は
、
教
員
免
許
状
の
写
し
な

ど
各
種
資
格
を
証
明
す
る
も
の

　

採
用
▼
面
接
（
平
成
30
年
１
月
下
旬
予

定
）
に
よ
り
決
定
。
詳
し
い
日
時
に
つ
い

て
は
、
個
別
に
連
絡
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
学
校
支
援
課

　

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
職
員
の
代

わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
の
登

録
試
験
受
験
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
期
間
▼
平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま

で
　

登
録
職
種
▼
①
事
務
職
【
一
般
】
、
事

務
職
【
社
会
福
祉
士
】
、
保
育
士
職
（
登

録
試
験
有
り
）
②
保
健
師
職
、
栄
養
士
職

（
登
録
試
験
免
除
）

　

登
録
試
験
内
容
▼
作
文
お
よ
び
面
接

　

受
験
資
格
▼
昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

　

そ
の
他
▼
詳
し
く
は
、
受
験
案
内
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
受
験
案
内
な
ど
は
、

仮
設
庁
舎
（
総
合
案
内
）
・
分
庁
舎
（
職

員
課
）
で
配
布
し
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

申
込
み･

問
合
せ
蜊
職
員
課

　

と
き
▼
11
月
10
日
㈮
・
11
日
㈯
午
前
９

時
50
分
～
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

（
上
尾
市
東
町
３
―
２
０
０
９
―
３
）

　

テ
ー
マ
▼
「
ひ
ろ
げ
よ
う　

つ
な
が
ろ

う　

あ
げ
お
の
輪
」

　

内
容
▼
児
童
生
徒
の
作
品
展
示
、
製
品

頒
布
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

　

問
合
せ
蜊
上
尾
特
別
支
援
学
校
☎
774
―

９
３
３
１

　

と
き
▼
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
午
前
10

時
～
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校
（
川
島
町
伊
草
南
向
野
780
）

　

内
容
▼
学
習
発
表
、
作
品
展
示
、
販
売
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な
ど

　

問
合
せ
蜊
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援

学
校
☎
049
―
297
―
７
７
５
３

　

と
き
▼
12
月
７
日
㈭
午
後
１
時
～
３
時

30
分
（
受
付
時
間
：
午
後
０
時
30
分
～
３

時
）

　

と
こ
ろ
▼
鴻
巣
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ク

レ
ア
こ
う
の
す
）（
鴻
巣
市
中
央
29
―
１
）

　

参
加
企
業
数
▼
10
社
（
予
定
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
▼
事
前
の
求
職
登
録

が
必
要
な
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
宮
専

門
援
助
部
門
☎
667
―
８
６
０
９
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
市
立
小
・
中
学
校

臨
時
的
任
用
教
員
を
募
集
し
ま
す

「
平
成
29
年
度
こ
う
の
す
障
害
者

就
職
面
接
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

学
校
給
食
運
営
委
員
会
「
物
資
選

定
部
会
」
お
よ
び
学
校
給
食
運
営

委
員
会
の
公
開
の
お
知
ら
せ

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境
の
改

善
を
図
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
つ
い
て

埼
玉
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

文
化
祭
「
第
38
回
ゆ
り
の
木
祭
」

開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
小
・
中
学
校
お
よ

び
教
育
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
職
員

の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

育
児
休
業
等
代
替
職
員
の

登
録
試
験
受
験
者

を
募
集
し
ま
す

埼
玉
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特

別
支
援
学
校
文
化
祭
「
第
18
回

ひ
ば
り
祭
」
開
催
の
お
知
ら
せ

11月１日は「彩の国教育の日」です
　県では、教育に関する理解を一層深めていただくため、11月
１日を「彩の国教育の日」、11月１日～７日を「彩の国教育週
間」としています。
　「彩の国教育の日」をきっかけに、子どもたちの健やかな育
成について、一緒に考えてみませんか。詳しくは「彩の国教育
の日」で検索し、県ホームページをご覧ください。
　問合せ 蜊県家庭地域連携課
　　　　　☎830－6976
　 彩の国教育の日　検索⬅⬅

・次のＱＲコードからアクセスすることができます。
　※市ホームページ内の「子育てメール相談」からもアクセスできます。
・相談の返答は、市担当課がメール相談を受け付けしてから、おおむね２日以内に行ないます。
※メールの受信拒否、ドメイン指定受信、迷惑メール防止機能などを設定している場合は、メール相談を送信する前
にドメイン指定解除などの設定をお願いします（返答アドレス：kodomo@city.okegawa.lg.jp）。

～子育てに一人で悩んだり、困ったりしたらお気軽にご利用ください～

相談日時▶火・木曜日午前10時～午後4時
ところ▶駅前子育て支援センター内
　　　　　　　　詳しくは 蜊こども支援課

こどもと家庭なんでも相談
☎７７７-７７０８をご利用ください。

『いつでも子育てメール相談』をご利用ください『いつでも子育てメール相談』をご利用ください

面接や電話で
相談希望の人は

募集職種 勤務内容・勤務時間 応　　募　　資　　格

①教育指導
補助員

授業の指導補助およ
びその他教育業務

原則教員免許状を有し、子ども
が好きで英語やパソコン（プロ
グラミング）、ピアノなどが得
意な人歓迎。経験者の応募も可。

②特別支援
指導補助員

特別支援学級を中心
とした、教育的支援
や配慮を必要とする
児童生徒の指導補助

特別支援教育に理解と意欲
があり、子どもとともに行動
できる人。原則教員免許状、
保育士資格などを有する人。

③学校図書
館教育補助
員

図書の貸し出しや読
み聞かせ、本の修理
など、学校図書館教
育の補助

図書館教育に理解と意欲が
あり、読書や読み聞かせが
好きな人。

④桶川市さ
わやか相談
員

子どもの「心の悩み」
に対応した、相談お
よび指導・支援

学校教育に理解があり、子ど
もの悩みについて学校教育相
談に関する知識や経験を有す
る人。

⑤桶川市学
校適応指導
教室指導員

適応指導教室に通う
不登校などの児童生
徒の学校復帰に向け
た教育業務

学校教育に理解があり、不
登校などの児童生徒とかか
わった経験のある人。小学
校または中学校の教員免許
状を有する人。

⑥桶川市教
育センター
相談員

子育て・不登校・暴
力・いじめなどに関
する悩みの面接相談、
電話相談業務

保護者・子どもの学校生活
などの悩みについて、相談
に応じることのできる知識
や経験を有する人。

⑦日本語指
導員

帰国子女や外国籍児
童生徒など、日本語
の理解が十分でない
児童生徒の指導

原則教員免許状を有する人。

⑧小１プロ
ブレム学級
支援員

小学校低学年（主に
１年生）の教育活動
における担任の補助

原則教員免許状または保育士
資格を有し、小学校低学年の
教育指導などに理解と意欲が
あり、子どもが好きな人。
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報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
、

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
人
や
、
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障

害
の
あ
る
人
、
父
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
人
に
、
手

当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

支
給
対
象
者
▼
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
父
ま
た
は
母

も
し
く
は
養
育
者

○
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
害
（
「
父
ま

た
は
母
の
障
害
の
基
準
」
の
い
ず
れ
か
に

該
当
）
が
あ
る
子
ど
も
※
障
害
の
基
準
に

つ
い
て
は
、
こ
ど
も
支
援
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

○
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
子
ど
も

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子

ど
も
※
婚
姻
に
は
、
婚
姻
届
を
提
出
し
て

い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
場
合
（
内
縁
関
係
な
ど
）
を

含
み
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
こ
の
手
当
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
者
や
子
ど
も
が
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
と
き

○
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子

生
活
支
援
施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し

て
い
る
と
き
※
平
成
10
年
３
月
31
日
以
前

に
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
た
も
の
の
、

手
当
の
申
請
を
せ
ず
、
か
つ
、
そ
の
間
に

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
な
い
事
由
が

発
生
し
な
か
っ
た
場
合
、
原
則
と
し
て
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

手
当
額
▼

　

支
給
期
間
▼
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
子

ど
も
が
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
た
だ
し
、
子
ど
も
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
に
な
る

ま
で
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
育
て
て
い
る
人
に
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

支
給
対
象
者
▼
精
神
ま
た
は
身
体
に
一

定
の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を

家
庭
で
育
て
て
い
る
人
（
障
害
の
あ
る
子

ど
も
と
は
、
精
神
の
障
害
の
場
合
は
１
人

で
は
ま
っ
た
く
日
常
生
活
が
で
き
な
い
か
、

著
し
く
制
限
さ
れ
る
程
度
。
身
体
の
場
合

は
、
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
一
、
二

級
ま
た
は
三
級
程
度
）

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
こ
の
手
当
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
す
る
人
や
子
ど
も
が
日
本
国
内
に

住
所
を
有
し
な
い
と
き

○
子
ど
も
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施

設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

と
き

　

手
当
額
▼

■
遺
児
手
当
制
度

　

支
給
対
象
者
▼
親
権
者
、
後
見
人
そ
の

他
の
人
で
あ
っ
て
、
父
ま
た
は
母
も
し
く

は
父
母
が
共
に
死
亡
し
て
い
る
世
帯
の
子

ど
も
を
現
に
監
護
し
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
人

※
こ
の
制
度
に
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
当
額
▼
子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
２

千
円

　

支
給
期
間
▼
受
給
資
格
を
認
定
さ
れ
た

日
の
属
す
る
月
か
ら
、
満
20
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
、
ま
た
は
受

給
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

【児童扶養手当制度】

子どもの
人数

月額
（全額支給）

月額
（一部支給）

1人の場合 42,290円 42,280円～9,980円

2人目
加算額 9,990円 9,980円～5,000円

3人目以降
加算額

5,990円
（1人につき）

5,980円～3,000円
（1人につき）

※所得制限があります。申請者やその配偶者
および同居など生計を同じくしている扶養義
務者（申請者の直系親族、兄弟姉妹）の所得
によって支給停止となる場合があります。

【特別児童扶養手当制度】

障害の状態 月額
（1人について）

1 級（重度） 51,450円

2 級（中度） 34,270円

※所得制限があります。申請者やその配偶者
および同居など生計を同じくしている扶養義
務者（申請者の直系親族、兄弟姉妹）の所得
によって支給停止となる場合があります。

児
童
扶
養
手
当
制
度
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
・

遺
児
手
当
制
度
の
ご
案
内

詳
し
く
は
蜊
こ
ど
も
支
援
課

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用できます。専門職に相談したり、
入所している皆さんと体操や音楽レクリエーションをとおして触れ合いませんか。
認知症への理解を深めていただくことにより、誰もが住みよい桶川市を目指しています。

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－36－３  ☎729－1616 11月８日㈬ 13：30～15：00 無料
愛の家グループホーム桶川
朝日２－10－15  ☎778－6603 11月15日㈬ 13：30～15：00 無料
桶川ケアセンターそよ風
上日出谷1245－２  ☎789－3130 11月17日㈮ 13：30～15：00 無料

無料

ねむのき
川田谷5830－１  ☎787－0311

11月５日㈰
12月３日㈰ ９：30～12：00 100円

花ノ木の郷
加納1824－１  ☎729－2222 11月19日㈰ 10：00～11：30

※事前の連絡は不要
　です。直接お越し
　ください。

詳しくは
高齢介護課

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～㉗

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
「高齢者の虐待と介護について」 詳しくは 高齢介護課

　平成18年４月に高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（通称：高齢者虐待
防止法）が施行されてから、10年以上が経過しました。児童の虐待に比べると、メディアで取り上げら
れる件数は少ないですが、高齢化や介護問題を背景に年々増加しています。
　高齢者の虐待が起こる背景には、些細なこ
との積み重ねや、不適切な介護から発生して
いることが大半を占めます。特に不適切な介
護については、介護者が心身ともに疲弊し、
認知症の人などへの介護方法がわからないた
めに、つい高齢者を叩く、叱るなどの虐待に
至ることが多いです。中には、虐待を自覚し
ていても歯止めがきかず、解決方法が見つか
らないまま、一人で介護問題を抱え込んでし
まう場合もあります。
　市では、介護者への支援として、地域包括
支援センターによる相談対応や、「介護者のつどい」や「おれんじカフェ」などのつどいの場の提供を行
っています（次の記事参照）。一人で抱え込まず、相談してください。
　また、11月11日は国が制定している「介護の日」です。介護を受ける人も、介護をする人も、そばで
見守る人もおだやかに暮らせるよう、今後も介護者支援や虐待防止に向けた取り組みを行っていきます。

≪高齢者虐待の種類と一例≫
殴る、ける、つねるなど、体にあざや外傷を与える。
身体を拘束したり、家に閉じ込めたりなど、移動を
制限する。
水分や食事を十分に与えず、脱水状態や栄養失調の
状態にする。
徘徊や病気の状態を放置する。
怒鳴る、ののしる、悪口を言う。
侮蔑を込めて、子どものように扱う。
日常生活に必要な金銭を渡さない、使用させない。
本人の年金や預貯金を無断で使用する。
懲罰的に裸にして放置する。

身体的虐待

介護・世話の
放棄・放任

心理的虐待

経済的虐待

性的虐待

OKEGAWA散策コースより～
　市では、社会参加や生きがいづくりを積極的に支援す
ることにより、高齢者の外出や交流を促し、閉じこもり
や孤立化を防ぐことを目的に「健康長寿いきいきポイン
ト事業※」を実施しています。市が指定した各種事業
（健康診査、介護予防事業、社会参加、生涯学習など）
に参加することでポイントを獲得し、50Pまたは100P
に達すると、記念品と交換できます。
　「OKEGAWA散策コース」は、季節を感じる市内の
お薦めの場所を教えていただくことでポイントを獲得で
きます。皆さんに紹介していただいた中から掲載しま
す。
○稲荷神社…菊の花が大変美しい。
○泉福寺…黄色く色づいた銀杏の街路樹が秋らしい。

○荒川より西方面…朝冷え込むと空気が澄んで、富士山の
五合目位から真っ白で絶景。
○西中学校付近…稲刈りが終わった田んぼ一面に晩秋を感
じる。

※健康長寿いきいきポイ
ント事業は、65歳以上の
市民であればどなたでも
参加できます。申請は、
高齢介護課・社会福祉協
議会・健康増進課（土・
日・祝日除く）、各公民
館（休館日除く）で行っ
ています。

健康長寿いきいきポイント事業 晩秋編
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配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、性
犯
罪
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性

に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害

す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ
る
行

為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
・
県
・
各
市
町

村
で
は
、
毎
年
様
々
な
活
動
を
行
い
、
女

性
に
対
す
る
暴
力
防
止
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

【
特
設
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
】

　

と
き
▼
11
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭
・
17
日

㈮
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　

Ｄ
Ｖ
の
知
識
を
持
つ
職
員
が
、
電
話
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、

安
心
し
て
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
へ
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

【
啓
発
活
動
の
強
化
】

　

庁
舎
に
懸
垂
幕
を
掲
示
し
、
市
内
公
共

機
関
な
ど
に
、
Ｄ
Ｖ
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
相

談
カ
ー
ド
を
配
置
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
埼
玉
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
つ
い

て
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
設
定
し
、
専
用

相
談
電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

と
き
▼
11
月
13
日
㈪
～
19
日
㈰
午
前
８

時
30
分
～
午
後
７
時

※
11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
は
、
午
前
10
時

～
午
後
５
時

　

電
話
番
号
▼
０
５
７
０
―
070
―
810

　

相
談
担
当
者
▼
法
務
局
職
員
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

問
合
せ
蜊
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
859
―
３
５
０
７

　

平
成
29
年
中
に
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
を
納
付
し
た
人
（
国
民
健
康
保
険
税
は

世
帯
主
）
に
は
、
「
国
民
健
康
保
険
税
納

付
確
認
書
」
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

納
付
確
認
書
」
「
介
護
保
険
料
納
付
確
認

書
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
30
年
１
月
下
旬

に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
調
整
の
た
め
、
早
め
に
必

要
な
人
は
直
接
、
担
当
課
の
窓
口
で
発
行

し
ま
す
。
身
分
証
明
書
を
持
参
し
、
世
帯

主
ま
た
は
同
居
の
家
族
が
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
※
年
金
天
引
き
で
の
支
払
額
は
、

日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
公

的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
保
険
年
金
課
ま
た
は
高
齢

介
護
課

　

毎
年
暮
れ
に
な
る
と
、
そ
の
年
の
所
得

税
の
過
不
足
を
調
整
す
る
た
め
の
「
年
末

調
整
」
や
、
翌
年
２
～
３
月
に
は
「
確
定

申
告
」
を
行
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
保

険
料
納
付
額
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の

対
象
と
な
り
ま
す
。「
社
会
保
険
料
控
除
」

を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
付
し

た
証
明
書
を
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
際
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

11
月
送
付
▼
１
月
１
日
～
９
月
30
日
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

　

２
月
送
付
▼
10
月
１
日
～
12
月
31
日
に

そ
の
年
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
人

　

問
合
せ
蜊
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
003
―
004（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
050
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
☎
03
―
６

６
３
０
―
２
５
２
５
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
、
11
月
１
日
㈬
～
平
成
29
年
３
月

15
日
㈭
の
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
、
第
２
土
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）
ま
た
は
大
宮
年
金
事
務
所

☎
652
―
３
３
９
９

①
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

　

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
事
業
者
に

関
係
の
あ
る
制
度
で
す
の
で
、
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

対
象
▼
事
業
者

　

と
き
▼
11
月
17
日
㈮
午
前
11
時
～
正
午

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

②
年
末
調
整
説
明
会

　

対
象
▼
法
人
お
よ
び
個
人
事
業
主

　

と
き
▼
11
月
17
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

③
青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

対
象
▼
個
人
青
色
申
告
者

　

と
き
▼
12
月
８
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～ 

11
時
30
分

　

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館
（
鴨
川
１

―
４
―
３
）

　

問
合
せ
蜊
①
は
、
上
尾
税
務
署
法
人
課

税
第
一
部
門
☎
770
―
１
８
１
３
（
ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
）
、
②
③
は
、
上
尾
税
務
署
☎
770

―
１
８
０
０
※
自
動
音
声
案
内
に
従
い

「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
一斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間
実
施
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
納
付

確
認
書
は
１
月
に
郵
送
し
ま
す

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す

上
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｄ
Ｖ
を
な
く
そ
う
！

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
週
間
で
す

国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料
　　　　　　　　【第５期】

納付は期限内に！
納期限…11月30日

今月の納期

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

点灯式日時▶11月24日㈮午後5時30分
点灯期間▶平成30年1月下旬まで
点灯場所▶駅西口ロータリーほか
☆各企業や団体、市民の皆様からの協賛金を募集して
　います。
問合せ 蜊（一社）桶川市観光協会☎776-8590

イルミネーション
点灯のお知らせ

介護者のつどい・介護者サロン介護者のつどい・介護者サロン
地域包括支援センター主催で、介護に関する情報交換の場として、介護者のつどい・介護者サロンを開催します。

介護者のつどい
「みちくさ」

と　き 11月17日㈮13:30～15:00 ところ ハートランド桶川（介護老人保健施設）

内 容

「ちょっとハートランドに立ち寄ってみませんか」
介護について興味のある人、困っている人、知りたい人、介護を体験した人など、情報
交換をし、介護についての話の輪を広げていきましょう。
なお、飲み物は各自で用意してください。

問合せ 地域包括支援センター「ハートランド」（坂田1725）☎777－7055

介護者サロン

と　き 12月 4 日㈪10:30～12:00 ところ ルーエハイム（地域包括支援センター）

内 容 「介護者サロン」は介護を経験した人、現在介護をしている人、これから介護を考えて
いる人が集い、介護の悩みや経験談を聞いたり、情報交換を行う場です。

問合せ 地域包括支援センター「ルーエハイム」（若宮 1－ 5－ 2　 4 F）☎789－2121

介護者のつどい
「繭の会」

と　き 12月 9 日㈯13:30～15:00 ところ 農業センター

内 容 介護者の交流、情報交換、体操などを行っています。
お茶を飲みながら一緒にリフレッシュしませんか？

問合せ 地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷5830－ 1 ）☎783－5311

◎「ヒューマン スクウェア」を開催します
　県では、様々な人権課題に関する県民の理解と認識
を深め、お互いの人権を尊重する意識を高めることを
目的として、人権週間イベント「ヒューマンスクウェ
ア」を開催します。
と　き▶12 月２日㈯午前 10 時～午後９時 30 分
ところ▶イオンモール羽生（西コート）
内　容▶①アンニョン・クレヨンさんによる人権トー
ク＆コンサート②人権啓発ポスターの展示③人権啓発
ＤＶＤの放映④子ども向け工作コーナー⑤コバトン、

ムジナもんとのふれあい
その他▶入場無料、事前申込み不要

問合せ 蜊県人権推進課☎830-2258

◎「部落差別の解消の推進に関する法律」をご存じですか
　この法律は、現在もなお部落差別が存在するとともに、情報化
の進展に伴って部落差別に関する状況の変化が生じていることを
踏まえ、部落差別は許されないものであるとの認識の下に、部落
差別の解消を推進し、部落差別のない社会を実現することを目的
とした法律です。

詳しくは 蜊人権・男女共同参画課

12月４日～10日は「人権尊重社会をめざす県民運動強調週間」です
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【
事
例
１
】

　

私
あ
て
に
「
総
合
消
費
料
金
未
納
分
訴

訟
最
終
通
知
書
」
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が

送
ら
れ
て
き
た
。
「
契
約
会
社
ま
た
は
運

営
会
社
か
ら
訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
こ
と
を

通
知
す
る
」
「
裁
判
取
り
下
げ
期
日
は
○

月
○
日
で
、
連
絡
が
な
い
場
合
、
原
告
の

主
張
が
全
面
受
理
さ
れ
る
」
「
給
料
や
動

産
、不
動
産
の
差
し
押
さ
え
を
執
行
す
る
」

と
書
い
て
あ
る
。
こ
の
後
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。

【
事
例
２
】

　

昨
日
、
妻
あ
て
に
「
民
事
訴
訟
管
理
セ

ン
タ
ー
」
と
名
乗
る
者
か
ら
「
料
金
未
納
」

「
最
終
通
知
書
」
と
記
載
の
あ
る
ハ
ガ
キ

が
届
い
た
。
「
民
事
訴
訟
お
よ
び
裁
判
の

取
り
下
げ
な
ど
の
ご
相
談
は
当
局
で
承
っ

て
い
る
」「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、

必
ず
ご
本
人
か
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
。
怪
し
い
と
思
う

の
で
連
絡
は
ま
だ
し
て
い
な
い
。

　

身
に
覚
え
の
な
い
料
金
を
請
求
さ
れ
る

架
空
請
求
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
は
、

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
近
年

は
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
通
じ
た
架
空
請
求
メ
ー
ル

に
よ
る
も
の
が
大
半
で
し
た
。
し
か
し
、

最
近
は
、
事
例
の
よ
う
な
文
面
を
記
載
し

た
郵
便
ハ
ガ
キ
を
送
付
す
る
古
典
的
な
方

法
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
に
は
、
宛
名
の
住
所
と
個
人
名

が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
訴
訟
を
取
り
下
げ

る
た
め
に
は
本
人
か
ら
連
絡
す
る
よ
う
誘

導
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
動
揺
し
、
慌
て
て
「
電

話
を
か
け
て
し
ま
っ
た
」
と
か
「
ど
う
し

た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
相
談
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
相
談
者
は
、
40
歳
以

上
の
人
が
多
い
こ
と
か
ら
、
過
去
に
作
成

さ
れ
出
回
っ
た
何
ら
か
の
会
員
名
簿
、
卒

業
生
名
簿
な
ど
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
余
分
な
個
人
情
報
を
与
え
て
し
ま
う
の

で
、
架
空
請
求
者
に
絶
対
に
電
話
を
し
な

い
こ
と
。

②
「
総
合
消
費
料
金
」
な
る
も
の
を
納
付

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
回
で
も
支

払
っ
て
し
ま
う
と
、
次
々
と
請
求
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判

所
か
ら
「
特
別
送
達
」
郵
便
で
訴
状
が
届

き
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
無
視
せ
ず
に

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
強
迫
を
受
け
る
な
ど
の
悪
質

な
場
合
は
警
察
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◯
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
は
全
国
共
通
の

電
話
番
号
で
あ
る
188
番
へ
か
け
れ
ば
つ
な

が
り
ま
す
。
「
188
（
い
や
や
！
）　

泣
き

寝
入
り
！
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

　

相
談
日
時
▼
毎
週
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
３
時
30
分
☎
786
―
３
２
１
１
㈹

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を
ま

と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保

険
の
総
称
で
、
政
府
が
管
理
運
営
し
て
い

る
強
制
加
入
の
保
険
制
度
で
す
。

　

労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
た
場
合
や
失

業
し
た
場
合
な
ど
に
必
要
な
保
険
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
は
、
原
則
と
し
て
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
加
入
手

続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
事
業
主
の
人
は
、

速
や
か
に
加
入
手
続
き
を
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
手
続
指
導
お
よ
び
加
入
勧
奨
に

よ
っ
て
も
自
主
的
な
加
入
手
続
き
を
行
わ

な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
強
制
的
な
加

入
を
含
め
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
、
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
埼
玉
労
働

局
労
働
保
険
徴
収
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

課
☎
600
―
６
２
０
３

　

上
尾
警
察
署
管
内（
上
尾
市
・
桶
川
市
・

伊
奈
町
）
の
電
話
詐
欺
被
害
（
平
成
29
年

８
月
末
現
在
）
は
、
32
件
、
約
３
，
８
０

０
万
円
で
す
。

　

市
民
の
貴
重
な
財
産
が
１
日
平
均
約
16

万
円
失
わ
れ
て
い
る
計
算
と
な
り
、
こ
の

金
額
は
大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
平
均
時
給

の
約
170
時
間
分
に
も
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
他
に
、
騙
さ
れ
て
金
融
機

関
に
預
金
の
引
出
し
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、

窓
口
職
員
の
注
意
喚
起
を
受
け
て
被
害
が

未
然
防
止
さ
れ
た
も
の
が
37
件
、
約
７
，

０
０
０
万
円
分
あ
り
ま
す
。

　

電
話
で
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

交
付
要
求
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
還
付
金
案
内
、

メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
購
入

要
求
は
、
詐
欺
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
蜊
上
尾
警
察
署
☎
773
―
０
１
１

０

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す

シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
！
電
話
詐
欺

　山の芋は、年間をとおして店頭に並んでいるので旬
の時期がわかりづらいですが、秋から冬にかけてが出
盛り期の野菜です。
　種類は、日本の山野に古くから自生する自然薯、細
長い棒状の長芋、扇状のいちょう芋、こぶし状のつく
ね芋（大和芋）などがあります。粘りの強いもの、シ
ャキシャキ感のあるものなど特色があり、栄養成分的
に多少の違いがありますが、共通しているのは消化酵
素のジアスターゼ（アミラーゼ）が豊富なことです。
このため、ほかの芋（さつまいもなど）と異なり、生
で食べることができます。そして、たんぱく質の消化
吸収を助けるぬめり成分のムチン、ビタミンＢ群、ビ
タミンＣ、カリウムなどのミネラル、食物繊維がバラ
ンスよく含まれ、疲労回復に役立つ健康食材です。
　調理の際、手がかゆくなるのはシュウ酸カルシウム
という成分のせいです。酢水につけ、キッチンペーパ
ーなどで水けをふくとかなり防ぐことができます。
　「むかご」をご存知ですか。長芋や自然薯の葉の付
け根にできる１センチほどの茶色の球芽を「零余子」

といいます。香りとコクがあり、ゆでたり炊き込みご
飯にするととてもおいしいです。最近では量も少な
く、なかなか見かけられませんが、行楽の秋、山の方
に出かける折があれば農産物店に寄って探してみるの
もよいでしょう。

（参考文献『からだにおいしい野菜の便利帳』出版社・高橋書
店　監修・板木利隆、『野菜で探す「健康食べ合わせ」手帖―
気になる症状には、この野菜×この食材。この法則が効く! 届
く!』出版社・㈱主婦の友社　著者：松村眞由子）

　【桶川市くらしの会】　
　★桶川市くらしの会では、随時会員募集中です。
　

詳しくは 蜊自治文化課

やまといも

じ  ねんじょ

いた き としたか

まつむら ま　ゆ　こ

む　か　ご

〔材料〕
長芋…………１／２本
小麦粉………大さじ１
ちりめんじゃこ…適量
焼きのり…………適量
醤油………………適量

スタミナ満点で抜群の滋養強壮力

山 の 芋くらしの
ワンポイント

　長芋のいそべ焼き風
〔作り方〕
⒈すりおろした長芋に、

小麦粉とちりめんじゃ
こを混ぜる。

⒉適量をフライパンに落
として両面を焼き、の
りを巻く。食べるとき
は醤油をつける。

　「未来に向かって賢い消費者へ！」をテーマに、
市民活動団体などが日ごろの活動や、研究の成果を発表します。
　当日は、オケちゃんグッズがもらえるスタンプラリークイズも行います。

主　　催▶第14回桶川市消費生活展実行委員会・桶川市
参加団体▶医療生協さいたま、浦和友の会桶川支部、桶川市環境

を考える会、桶川市くらしの会、桶川市食生活改善推
進員協議会、新日本婦人の会

　展　示　
・身近に感じる地球温暖化
・「すこしお生活」にチャレンジ
・今日から家計簿“なんとなく”から“選びとる”生
活へ
・自分でできる減塩！～生活習慣を見直す～
・日本の農業を守れ！
・ごみの分別～エコにつながる～
・電気の安全
・都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト
（小型家電の回収）※市内一般家庭から出る水銀体温
計と丸型蛍光灯、電球、電池の回収も行います。

　販　売　
・産直野菜、卵、三陸の昆布・わかめ、
べに花まんじゅう

　体　験　
・健康チェック（骨密度、血圧、血管年齢、足指力測
定）と看護師による健康相談（300円）
・味噌汁の塩分チェック
・キーホルダー作製（200人限定）

　スタンプラリークイズ　
・スタンプラリー終了者には、オケちゃんメッシュケ
ース（Ａ５サイズ）をプレゼントします（無くなり
次第、配布終了）。
・スタンプラリー終了者のうち先着100人には、埼玉
県産米「彩のかがやき」ご試食（２合）をプレゼン
トします（１世帯１袋まで）。

と　き▶11月11日㈯午前10時～午後３時
ところ▶市民活動サポートセンター、ベニバナウォーク桶川センターコート

詳しくは 蜊自治文化課

第14回桶川市消費生活展を開催します

総
合
消
費
料
金
未
納
？ 

架
空
請
求
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ
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情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

平
成
30
年
４
月
採
用
予
定
の
技
術
職
員

（
電
気
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

第
１
次
試
験
日
▼
12
月
10
日
㈰

　

試
験
会
場
▼
上
尾
、
桶
川
、
伊
奈
衛
生

組
合
（
小
針
領
家
１
１
６
０
番
地
）

　

職
種
・
採
用
予
定
人
数
▼
技
術
職
・
１

人
程
度

　

受
験
資
格
▼
日
本
国
籍
を
有
し
、
昭
和

62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

①
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
、
短
期
大

学
、
専
修
学
校
・
各
種
学
校
（
年
間
授
業

時
間
数
が
680
時
間
以
上
の
学
校
）
で
、
電

気
の
専
門
課
程
を
専
攻
し
卒
業
し
た
者

（
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者
）

②
①
と
同
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
者

③
電
気
主
任
技
術
者
ま
た
は
電
気
工
事
施

工
管
理
技
士
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る
者

（
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
者
）

　

申
込
期
間
▼
持
参
→
11
月
15
日
㈬
～
22

日
㈬
（
土
・
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分

郵
送
→
11
月
15
日
㈬
～
21
日
㈫
【
消
印
有

効
】

　

そ
の
他
▼
「
受
験
案
内
」
は
、
11
月
１

日
㈬
か
ら
組
合
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
蜊
上
尾
、
桶
川
、
伊
奈
衛
生
組

合
総
務
担
当
☎
728
―
６
０
７
１

　

県
民
に
環
境
保
全
な
ど
の
取
組
み
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
環

境
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

と
き
▼
12
月
２
日
㈯
午
前
11
時
～
午
後

４
時

　

と
こ
ろ
▼
コ
ル
ソ
ホ
ー
ル
※
Ｊ
Ｒ
浦
和

駅
西
口
す
ぐ

　

対
象
▼
小
学
生
と
保
護
者
、
一
般

　

申
込
み
▼
不
要

　

費
用
▼
無
料

　

問
合
せ
蜊
県
環
境
政
策
課
☎
830
―
３
０

１
９

　

県
内
の
環
境
学
習
や
環
境
保
全
活
動
を

促
進
す
る
た
め
、
環
境
に
関
す
る
専
門
的

な
知
識
や
経
験
を
持
つ
人
材
を
県
知
事
が

委
嘱
し
ま
す
。

　

応
募
方
法
▼
募
集
要
項
な
ど
詳
細
を
県

環
境
政
策
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
の

う
え
、
11
月
30
日
㈭
ま
で
に
応
募
書
類
を

県
環
境
政
策
課
へ
。

　

問
合
せ
蜊
県
環
境
政
策
課
☎
830
―
３
０

１
９

　

桶
川
市
消
防
団
の
特
別
点
検
実
施
に
伴

い
、
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
午
前
７
時
に

市
内
全
域
で
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

【
サ
イ
レ
ン
信
号
】

15
秒
吹
鳴
→
６
秒
休
み
→
15
秒
吹
鳴

　

特
別
点
検
は
、
服
装
規
律
点
検
・
機
械

器
具
点
検
・
放
水
訓
練
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
午
前
８
時
か
ら
桶
川
小
学
校
校
庭
で

実
施
し
ま
す
（
雨
天
時
は
体
育
館
で
実

施
）。
市
民
の
皆
さ
ん
も
見
学
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
安
心
安
全
課

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生

に
備
え
、「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
※
）
」
を
利
用
し
、
様
々
な
手

段
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
お
よ
び
防

災
情
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
訓
練
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

実
施
日
▼
11
月
14
日
㈫
午
前
11
時
頃

※
天
候
・
地
震
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

訓
練
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

放
送
内
容
▼

「
こ
れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
。
×
３
回

こ
ち
ら
は
、
防
災
桶
川
で
す
。
」

※
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」
と
は
、
地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国
か

ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災
行
政

無
線
や
防
災
情
報
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
瞬

時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
安
心
安
全
課

　

と
き
▼
11
月
22
日
㈬
午
後
２
時

　

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
302

　

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
５
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
12
月
25
日

㈪
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
蜊
農
業
委
員
会
事
務
局

　

河
川
の
堤
防
の
刈
草
か
ら
作
っ
た
堆
肥

を
配
布
し
ま
す
。

　

申
込
み
▼
12
月
13
日
㈬
《
消
印
有
効
》

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
【
多
数
抽
選
】

　

配
布
期
間
▼
平
成
30
年
１
月
22
日
㈪
～

２
月
３
日
㈯
を
予
定
※
１
月
28
日
㈰
を
除

く
。

　

そ
の
他
▼

①
配
布
量
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
販
売
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
人
に
は

配
布
で
き
ま
せ
ん
。

③
応
募
の
際
は
、
荒
川
上
流
河
川
事
務
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
事
務
所
・
出
張

所
・
市
道
路
河
川
課
に
置
か
れ
て
い
る
応

募
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
荒
川

緑
肥
事
務
局
☎
049
―
246
―
１
０
３
１

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
な
ど
の
不
満
を
持
つ
人
の
た
め

に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
人
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
選
ば
れ
た
場
合
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
も
無
料
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

問
合
せ
蜊
さ
い
た
ま
第
一
検
察
審
査
会

事
務
局
（
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
内
）

☎
863
―
８
７
１
４

上
尾
、
桶
川
、
伊
奈
衛
生
組
合
（
地

方
公
共
団
体
）
職
員
を
募
集
し
ま
す

埼
玉
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

埼
玉
県
環
境
教
育
ア
シ
ス
タ
ン

ト
を
公
募
し
ま
す

「
平
成
29
年
度SAITAM

A

環

境
フ
ェ
ア
＆
こ
ど
も
エ
コ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

火
災
な
ど
と
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た

情
報
伝
達
訓
練
実
施
の
お
知
ら
せ

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

第
11
回
農
業
委
員
会
総
会

荒
川
緑
肥
を
無
償
で
配
布
し
ま
す

　本年度も埼玉県共同募金会が中心となり、歳末たすけあい募金運
動が実施されます。社会福祉協議会では、この配分金を受けて生活
援護金を支給しますので、希望する人は申し込みください。
　対　象▶本年度市民税が非課税の世帯（生活保護世帯は除く）
　申込み▶「歳末たすけあい援護事業申込書」に必要事項を記入のう

え、11月17日㈮までに、担当の民生委員または社会福祉協
議会へ提出してください。申込書は、民生委員、社会福祉協
議会で配布しています。※社会福祉協議会へ直接提出する
場合は、市県民税非課税証明書の添付が必要です。

　問合せ 蜊社会福祉協議会☎728-2221

生活援護金を支給します歳末たすけあい募金配分事業

協働推進提案事業（平成30年度実施予定事業）募集のお知らせ協働推進提案事業（平成30年度実施予定事業）募集のお知らせ協働推進提案事業（平成30年度実施予定事業）募集のお知らせ協働推進提案事業（平成30年度実施予定事業）募集のお知らせ

　何らかの目標を共有し、ともに力を合わせて活動することを「協働」といいます。
市との協働により身近な地域の課題解決に向けて取り組みましょう。
　提案された事業は、桶川市協働審議会での審査を経て採択されれば、協定書を締結
して市と協働で実施されます。さらに採択された事業には補助金を交付します。

提案できる人▶
　市民公益活動団体（ボランティア団体、NPO法人、
自治会などの地域団体、PTA、子ども会など）
※応募資格要件あり。詳細は募集要項を参照ください。
対象事業▶
　団体が自由にテーマを設定する提案（自由提案型）、
市の設定したテーマに対しての提案（テーマ設定型）
のいずれかで、次の①～③すべてを満たすもの。
①市内で行う公益的・社会貢献的な事業であって、市
民公益活動団体と市が一緒に協力・連携して取り組む
ことにより、地域課題または社会的課題の解決が図ら
れる事業 
②提案する団体の目的または通常の活動に沿った事業
③提案する団体と市の役割分担が明確で、双方の責任
において実施される事業で、平成30年４月１日から

平成31年３月31日までの期間に実施・完了する事業
補助額▶１事業あたり上限100万円
※活動歴１年未満の団体は上限10万円
提案書提出期限▶11月１日㈬～12月22日㈮
※提案を希望する団体は、提案書提出前に市民活動サ
ポートセンターに相談してください。
審査▶桶川市協働審議会で書類審査会や口頭説明会を
行い、審査します。
※事業の詳細は、11月１日以降配布予定の募集要項
をご覧ください。募集要項・申請書類は、自治文化
課、市民活動サポートセンター、地域福祉活動センタ
ーに設置します。ホームページからもダウンロードで
きます。
詳しくは 蜊市民活動サポートセンター
　　　　　☎786-2400（月曜休）

市民の皆さんの知恵やノウハウを活かして、市と一緒になって事業を行いませんか。
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報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

報
情
森
の
響

題
話
の
ち
ま

板
言
伝
民
市

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健
センター

☎
薨

桶川市役所 （代表）
桶川市教育委員会

☎
薨

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
生
命
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
火
災
の
発
生
防
止
対
策
の
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
お

よ
び
放
火
火
災
の
防
止
対
策
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

「
３
つ
の
習
慣
」

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

「
４
つ
の
対
策
」

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。

「
放
火
火
災
の
防
止
対
策
」

○
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か

な
い
。

○
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日
の
朝
に
出
す
。

○
空
き
家
や
物
置
に
は
施
錠
す
る
。

○
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
シ
ー
ト
を
掛

け
る
と
き
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
の
悪
質

な
訪
問
販
売
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
や
消
火
器
の
販
売

や
交
換
を
消
防
署
が
業
者
に
依
頼
は
し
ま

せ
ん
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
の
義
務
化

に
よ
る
罰
則
や
点
検
の
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
不
審
を
感
じ
た
ら
、
消
防
署
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
蜊
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
☎
048
―
597
―
２
０
０
４

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
～
15
日

シリーズ 旧桶川飛行学校⑪ ～守衛棟の復原整備～
　去る平成29年8月7日、市指定文化財である旧飛行学校施設群を昭和18年（1943）当時の姿に復原整
備するための現状変更許可申請を市が教育委員会に申請しました。これに伴い、文化財に関し高い見
識を有する者にて構成される文化財保護審議会での審議を経て、平成29年9月28日、教育委員会より
現状変更許可申請に対する許可がなされました。これにより、保存修理工事が完了した暁には、飛行
学校時代の様相をご披露することになりますが、今回は守衛棟の復原整備要旨について紹介します。
　守衛棟は戦後の若宮寮時代を通じて、幸いにも界壁となる間仕切りが大きく変更されていなかった
ことで、改変箇所が「柱間装置となる建具の変更」や「上床を含む後補内部造作の付加」、更に戦後
の共同住宅用途に供する「後補給排水設備類の付加」などに大方限定されました。復原整備ではこの
調査研究成果を踏まえ、後補の付加物を取り払うと共に柱間装置を旧規に復することを主要骨子とし
ています。また、解体前の守衛棟は破損が著しく、構造強度も著しく不足していたことから、腐朽部

材の取替えを行うほか、
現行基準に合致した構造
補強も併せて実施する計
画となっています。
　これにより、復原され
る守衛棟は、より健全な
状態の建物に整備が成さ
れる予定です。
ものつくり大学横山研究室解体前の破損が著しい守衛棟外観写真 復原整備予定の守衛棟外観パース

かいへき

はしらま

きゅうき

ふきゅう

あげどこ こう ほ ない ぶ ぞうさく

　11月19日㈰、老人福祉セン
ターは、事業（ふれあい囲碁
大会）実施のため、臨時休館
となります。
問合せ 蜊老人福祉センター
　　　　☎728-1122

「ワークライフバランス」というフレーズを聞く機会も多くなったのではないでしょうか。「多様な
働き方実践企業」を目指すことで、働きやすい職場づくりを目指してみませんか。

 ●「多様な働き方実践企業」認定制度って何？
　従業員の仕事と子育てなどの両立を支援し、男女がともにいきいきと働ける職場環境づくりをしている企業を、
県が認定するものです。平成29年９月末日現在、認定された企業・事業所数は2,316社になります。

 ●認定のメリットは何？
　企業の皆さんに役立つ情報の提供や次のとおり、様々な特典があります。
【認定の特典】
①認定証などの交付▶
　認定証と楯、シンボルマーク入りステッカーが交付されます。シンボルマークは電子データ（当記事右上）で
も提供されるので、名刺やホームページなどで会社のイメージアップに活用できます。
②求人面でのPR▶
　子育て期でも働きやすい会社として、求人の際にもアピールすることができます。県のホームページでも紹介
されます。
③中小企業制度融資▶
　低利の県制度融資「事業資金・働き方改革企業優遇貸付」を活用することができます（別途審査あり）。

 ●認定の基準は？
　次の認定基準のうち、２つ以上に該当する企業などが認定されます。
　なお、認定基準のうち、２つ以上に該当する場合は「シルバー」、４つ以上に該当する場合は「ゴールド」、
すべてに該当する場合は「プラチナ」、という
ように、認定基準の該当数によって「認定区
分」が設けられています。また、男性の働き方
の見直しにも取り組んでいる企業などについて
は、認定区分と合わせてプラス評価されます。
【認定基準】
①女性が多様な働き方を選べる企業
②育児・介護休業法を上回る短時間勤務制度
（育児または介護）などが職場に定着している
企業
③出産した女性が現に働き続けている企業
④女性管理職が活躍している企業
⑤男性従業員の子育て支援などを積極的に行っ
ている企業
⑥取り組み姿勢を明確にしている企業

 ●申請の方法は？
　県ホームページから認定申請書をダウンロー
ドし、必要事項を記入のうえ申請します。申請
先は、県ウーマノミクス課（さいたま市浦和区
高砂３－15－１、☎830－3963）または、企業
などの所在地が桶川市の場合は県央地域振興セ
ンター（上尾市南２３９－１、☎777－1110）
となります。

問合せ 蜊県ウーマノミクス課

『多様な働き方実践企業』認定制度のご案内

認定区分・評価 企業・事業所名
1 ゴールド 三国コカ・コーラボトリング株式会社
2 シルバー 桶川市商工会
3 シルバー 社会福祉法人　明和会　べに花の郷
4 ゴールド 株式会社訪問看護ステーション　みやび
5 シルバー 株式会社ユニテック
6 シルバー 公益財団法人　桶川市施設管理公社
7 シルバー 医療法人　壽照会　大谷記念病院
8 シルバー 社会福祉法人　翠陽会　カオルキッズランド保育園
9 ゴールド 株式会社ユニマットそよ風  桶川ケアセンターそよ風
10 ゴールド 日立金属ＭＭＣスーパーアロイ株式会社
11 ゴールド 株式会社シーエックスカーゴ
12 ゴールド 医療法人　誠昇会　プラムの里診療所
13 ゴールド 関東食糧株式会社
14 ゴールド 小規模保育園　バンビーナ桶川ビュータワー園
15 ゴールド 社会福祉法人  安誠福祉会  軽費老人ホーム  安らぎの里
16 ゴールド 社会福祉法人  安誠福祉会  介護老人福祉施設  はにわの里
17 ゴールド 社会福祉法人  安誠福祉会  介護老人保健施設  ルーエハイム
18 ゴールド 株式会社コープネットフーズ
19 ゴールド 社会福祉法人　緑風会　花ノ木の郷
20 シルバー 社会福祉法人　一寿会　おけがわ寿苑
21 シルバー 学校法人　尾沢学園　桶川ときわこども園
22 ゴールド 医療法人社団　健賛会　桶川腎クリニック
23 プラチナ＋ 桶川市役所
24 シルバー 社会福祉法人　桶川市社会福祉協議会
25 ゴールド 株式会社ハイビー
※県発行「『多様な働き方実践企業』認定企業一覧」より作成
※平成29年9月末日現在　　※認定順
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Ｏ
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す
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康
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テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
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シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
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消
費
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金
融
な
ど
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法
、
実
技
・
筆
記
試
験

※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

　

と
き
▼
12
月
16
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

　

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

（
鴻
巣
市
箕
田
１
６
３
８
―
１
）

　

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

　

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

　

費
用
▼
無
料

　

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
、
昼
食

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
、
消
防
本
部
発

行
の
受
講
証
明
書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
画
面
提
示
で
も
可
）

　

そ
の
他
▼
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

応
急
手
当
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申
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み
・
問
合
せ
▼
11
月
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日
㈬
～
12

月
９
日
㈯
に
、
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話
ま
た
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接
、
鴻
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署
（
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所
：
鴻
巣
市
天
神
１
―
１
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、
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―
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―
０
１
１
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）
ま
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鴻
巣
西
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（
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所
：
鴻
巣
市
滝
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室
１

１
３
９
―
１
、
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―
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１
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９
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へ
。

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
７
（
11
月
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日
～
23
日
）

上
級
救
命
講
習

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。

11月 ●桶川市役所・桶川市教育委員会／☎786-3211(代表)  薨786-9866
●社会福祉協議会／☎728-2221  薨728-2313

相　　　　談 相談員 相　　談　　内　　容 と　　　き と　こ　ろ 問合せ

法律相談（予約制）弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚、相続などの
法律全般についての相談

10日㈮・17日㈮・24日㈮
14：00 〜 17：00
18 日㈯ ９：00 〜 12：00
12 月 1日㈮・8日㈮・15日㈮・
22日㈮ 14：00 〜 17：00
16 日㈯ ９：00 〜 12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

9日㈭※次回は 12 月 14日㈭
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容
証明、会社設立などの手続きの相談

1日㈬　※次回は 12 月 4日㈪
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

税務相談（予約制）税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての
相談

22日㈬
13：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震
などの相談

18日㈯
９：00 ～ 12：00

仮設庁舎 201 会議室
電話でも可　☎ 786-3211

マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣
問題についての相談

22日㈬
10：00 ～ 12：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行政相談
委　　員

国や県、公団・公社等への要望や苦情に
ついての相談

10日㈮　※次回は 12 月 8日㈮
10：00 ～ 12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職　　員

消費者金融等からの借金返済などに困っ
ている人の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通☎ 786-3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困ってい
ることについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 13日㈪・27日㈪

10：00 ～ 16：00 仮設庁舎相談室 人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめな
どの日常生活でお困りのことの相談

14日㈫
９：00 ～ 12：00

地域福祉活動センター
3階

内 職 相 談 内 職 相
談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
勤労福祉会館
直通☎773-1121（水・金曜日）産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全
般についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎 2階
電話でも可　☎786-3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚
園・学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00 ～ 16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可　直通☎777-7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調整

して決定
児童発達支援センター
分室☎787-5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みご
と相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：15 ～ 16：30

桶川市教育センター
直通☎786-3237 学校支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00 ～ 15：00

地域福祉活動センター
直通☎72８-２３６９ 社会福祉協議会

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

対前年平成28年
8 月末

平成29年
8 月末 同月比

輝いて　ここにいますと　反射材

－26件

１人

－30人

（毎年１月からの累計）

件 数

死 者 数

負傷者数

190件

0 人

232人

164件

１人

202人
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